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ることを目標に、「関東 199 号」を母、「関東 209 号、後のさとじまん」を父とする





日早く、「朝の光」並であり、育成地では “中生の早 ” に属する。成熟期は、早植
栽培では「月の光」並の “中生の中 ” に属する粳種である。
















Breeding of the commercial rice variety “Hoshijirushi” with high 
yield, good eating quality, and resistance to the rice stripe virus
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Masakata HIRAYAMA*2, Hiroshi TSUNEMATSU and Tomohito IKEGAYA*1
Abstract
“Hoshijirushi,” a new paddy rice variety for commercial use with high yield, good eating quality, and rice stripe 
virus resistance was released by the National Institute of Crop Science, Japan, in 2011. The variety was selected from 
a cross done in 2001 between “Kanto 199” and “Kanto 209, registered name Satojiman.” “Kanto 199” is a promising 
line with lodging resistance and suitability for direct seeding. “Satojiman” is a variety with a good eating quality and 
possesses the rice stripe virus (RSV) resistance gene, Stvb-i .
A promising line, named “Kanto 238,” was selected from the cross at the F8 generation. “Kanto 238” has been 
subjected to local adaptability tests since 2008. It was officially registered as “Hoshijirushi” by the Ministry of 
Agriculture Forestry and Fisheries of Japan in 2014. Its main characteristics are as follows: it is a non-glutinous variety 
and belongs to the moderate maturation group in the Kanto region, it shows high lodging resistance and is high yielding; 
eating quality of the cooked rice (of “Hoshijirushi”) is comparable to that of “Koshihikari” (one of the best varieties for 
their eating quality in Japan), and it possesses the Stvb-i  gene and, therefore, shows resistance to RSV.
Accordingly, the cropping of “Hoshijirushi” is suitable for areas where RSV is epidemic or for areas where rice is a 
succeeding crop of winter wheat or barley, and the rice products made from it are suitable for commercial use, i.e., rice 
ball, bento rice, and heat-and-eat rice.
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　我が国の一人あたりの米の年間消費量は、昭和
37 年の 118kg をピークに年々減少し、平成 28 年
には 54kg まで減少している（農林水産省 2017）。
一方、米消費における中食・外食の割合は増加傾向












































番号 22990）。登録出願年の世代は F10 である。
Ⅰ　緒　　　言
Ⅱ．育成の経過






2001 2001冬 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
交配 Ｆ１ Ｆ２ Ｆ3 Ｆ4 Ｆ5 Ｆ６ Ｆ７ Ｆ８ Ｆ9 Ｆ10
栽植 系統群数 1 1 1 1 1
系統数 146 5 5 5 5 5
個体数 45 2000 2000 2000
選抜 系統数 1 1 1 1 1 1






より短い “ 中 ” である。移植時の葉身角度は「月の
光」並の “中 ”、葉色は移植時及び分けつ期とも「月
の光」並の “ 中 ” である。稈の太さは「月の光」並
の “やや太 ”、稈の剛柔は「月の光」と同程度の “や
や剛 ” である。穂の先端のみに短芒を生じ、ふ色は
“黄白 ”、ふ先色は “白 ”である。粒着密度は「月の光」








分げつ期 粒着 脱粒 止葉長 止葉 粳糯
苗丈 葉色 葉身角度 葉色 細太 剛柔 分布 長短 密度 難易 角度 の別
ほしじるし 中 中 中 中 やや太 やや剛 先端のみ 短 黄白 白 やや密 難 中 中 粳





写真１　 早植え標肥移植栽培のほしじるし草姿 (2010 年） 
左：月の光、右：ほしじるし

























作期 施肥 品種名 出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 倒伏 全重 玄米重 同比較 屑米重 玄米 玄米外観品質
水準 （月　日） （月　日） （cm) （cm) （本/m2） 程度 （kg/a） （kg/a） 比率（％) 歩合（％) 千粒重（g） 総合 腹白 心白 乳白 背基白 光沢 色沢
早植 標肥 ほしじるし 8.11 9.26 73 19.6 299 0.3 176 63.0 124 1.3 23.3 5.1 1.4 1.0 2.1 0.8 4.8 5.1
栽培 月の光 8.14 9.26 77 20.1 300 0.4 171 50.9 100 0.6 22.0 4.4 0.6 1.1 1.5 0.6 4.6 5.1
朝の光 8.10 9.21 74 19.2 313 0.3 162 54.9 108 0.7 22.1 4.2 0.6 1.3 1.5 1.4 4.9 4.6
あきだわら 8.14 9.28 81 20.0 306 0.7 177 62.5 123 0.8 21.2 4.8 0.5 1.8 1.3 0.4 5.1 5.3
早植 多肥 ほしじるし 8.12 9.30 82 20.2 383 2.3 206 74.7 115 2.4 22.9 4.7 1.0 0.9 1.6 0.6 5.1 5.0
栽培 月の光 8.13 9.30 87 20.4 363 1.5 204 65.1 100 1.2 21.3 4.4 1.0 0.8 1.5 0.4 4.5 5.0
朝の光 8.09 9.25 84 19.9 402 1.6 198 65.6 101 1.5 21.3 4.3 1.0 1.1 1.5 0.9 5.0 4.8
あきだわら 8.15 10.04 87 20.5 325 4.2 209 73.0 112 1.4 20.4 4.7 0.5 1.6 1.1 0.4 5.1 5.3
晩植 標肥 ほしじるし 8.29 10.14 65 19.4 319 0.0 173 63.0 118 1.4 23.2 4.8 2.0 0.8 1.5 0.8 5.0 5.0
栽培 月の光 8.29 10.15 72 19.8 292 0.0 163 53.6 100 0.7 22.3 4.0 2.0 0.3 0.3 0.0 5.0 5.0







品種名 苗立ち 出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 倒伏 全量 玄米重 比率 歩合 千粒重 総合 腹白 心白 乳白 背基白 光沢 色沢
（本/㎡） (月日） (月日） （㎝） （㎝） （本/㎡） 程度 （㎏/a) （㎏/a) (%) (%) (g) (1-9) (0-9) (0-9) (0-9) (0-9) (3-7) (3-7)
ほしじるし 116 8.17 10.05 73 19.9 461 2.5 196 66.3 118 2.2 22.9 4.6 1.5 0.6 2.0 0.3 5.0 5.3
月の光 120 8.18 10.01 80 20.0 396 2.8 194 56.0 100 1.0 21.9 4.4 1.4 1.1 1.6 0.5 5.3 4.5
朝の光 104 8.15 9.28 77 19.8 402 2.5 186 58.9 105 1.2 21.8 4.4 0.9 1.4 2.0 0.9 5.3 4.3
日本晴 107 8.20 10.05 85 19.8 423 6.3 190 58.1 104 1.4 22.0 4.3 1.9 0.8 1.4 0.3 5.1 4.8
























“ ＋ ” であると推定される ( 表 5)。近年、DNAマー
カーを用いた検定においても「ほしじるし」の遺伝
子型 “ ＋ ” であることが確認されている（野々上ら
2018）。葉いもち圃場抵抗性は「月の光」並の “中 ”
であり、穂いもち圃場抵抗性は「月の光」より明ら


























病抵抗性は「夢十色」並の・“ 中 ” である（表 10）。
"'XRWTY
"V$% #97/248 ?;79/237 ?;79/251 35/33/2/2 *
-11801. -14402. -14602. -14802.
LEFNE > > > > Z
I > [ > > <A,A
3 > > > > Z
  > > = > <A,@
(
6 > = > > <A,A





遺伝子型 発病程度 判定 発病程度 判定
ほしじるし + 4.8 中 8.8 やや弱 中
月の光 Pii 4.4 中 － － 中
黄金錦 + 3.9 強 7.0 中 やや強
日本晴 + 5.0 中 8.4 やや弱 中
農林29号 + 6.9 弱 － － 弱
中部32号 + － － 3.9 強 強
ササミノリ + － － 7.4 中 中
スノーパール + － － 8.6 やや弱 やや弱




















ほしじるし ＋ 8.13 6.0 弱 8.26 4.9 中 8.16 5.5 弱 弱
月の光 Pii 8.14 2.5 強 － － － － － － 強
日本晴 ＋ 8.16 4.3 中 8.23 5.9 中 8.17 4.8 中 中
農林29号 ＋ 8.14 5.5 弱 8.24 7.7 弱 － － － 弱
ほまれ錦 Pia － － － 8.23 3.2 強 － － － 強
黄金錦 + － － － 8.30 1.0 強 － － － 強
中生新千本 Pia － － － 8.24 6.4 やや弱 － － － やや弱
祭り晴 Pii － － － － － － 8.17 1.7 強 強












図 2 DNA マーカーによる病害抵抗性遺伝子の検出
 A：縞葉枯病抵抗性遺伝子Stvb-i の検出 (ST64 マーカー使用）
 B：穂いもち圃場抵抗性遺伝子Pb1 の検出 (RM206 マーカー使用）
 　　1：やまだわら、2：ほしじるし、3：月の光、4：あきだわら
品種名 総合
発病程度 判定 病斑長(cm)　 判定 判定
ほしじるし 5.7 やや弱 6.0 弱 やや弱
月の光 3.8 やや強 － － やや強
あそみのり 3.1 強 1.8 強 強
黄玉 3.2 強 － － 強
日本晴 3.4 やや強 3.0 やや強 やや強
トヨニシキ 7.4 弱 － － 弱
金南風 6.4 弱 5.9 弱 弱
黄金晴 － － 3.6 中 中







発病率(%) 判定 発病率(%) 判定
ほしじるし 11.0 抵抗性 4.5 抵抗性
あさひの夢 6.0 抵抗性 13.0 抵抗性





出穂期 発病度 判定 出穂期 発病度 判定 出穂期 発病度 判定 判定
（月　日） （月　日） （月　日）
ほしじるし 7.21 7.0 やや強 7.11 29.0 やや弱 7.22 30.0 中 中
WSS3 7.27 3.0 強 7.19 2.0 強 7.31 16.0 強 強
北陸糯181号 7.28 9.0 やや強 7.16 3.0 強 7.30 19.0 強 強
夢十色 7.23 26.0 中 7.15 15.0 中 7.24 31.0 中 中
初星 7.13 53.0 弱 7.01 15.0 中 7.11 63.0 弱 弱
日本晴 7.23 35.0 やや弱 7.13 18.0 中 7.25 34.0 中 中
多収系772 7.26 58.0 弱 7.19 28.0 やや弱 7.24 60.0 弱 弱
















さひの夢」並の “中 ” である（表 11）。穂発芽性は、


















ほしじるし 7.26 28.6 3.9 中 8.07 26.4 3.5 中 中
金南風 8.01 28.8 2.4 強 - - - - 強
コガネマサリ 8.01 28.8 2.6 強 - - - - 強
日本晴 7.29 28.8 4.2 中 8.07 26.6 3.8 中 中
葵の風 7.30 28.7 4.7 中 - - - - 中
黄金晴 7.29 28.8 6.1 弱 - - - - 弱
祭り晴 7.30 28.7 6.3 弱 8.07 26.4 4.4 中 やや弱
なつほのか - - - - 8.06 26.6 2.3 やや強 やや強
あさひの夢 - - - - 8.06 26.6 3.6 中 中


























の光」及び「朝の光」並の長円形で “中 ” である。「ほ
しじるし」の粒長×粒幅は 14.8 であり、玄米の粒
厚がやや厚い。このため、「ほしじるし」の粒大は「月















品種名 粒長 粒幅 粒厚 粒形 粒大
(mm) (mm) (mm)
ほしじるし 5.20 2.85 2.04 1.82 14.8 中 やや大
月の光 5.09 2.76 1.98 1.84 14.0 中 中
朝の光 5.22 2.64 1.99 1.98 13.8 中 中








2.2mm以上 2.1 2.0 1.9 1.8 1.7 1.7mm未満
ほしじるし 10.4 28.2 24.7 33.4 2.7 0.6 0.1
月の光 2.5 10.2 41.1 42.1 3.8 0.3 0.0
朝の光 0.4 7.5 39.9 49.0 2.9 0.3 0.0






写真３　 早植え標肥移植栽培のほしじるし籾・玄米 (2010 年） 
左：ほしじるし、中：月の光、右：朝の光
44 佐藤ら：縞葉枯病抵抗性を備え業務用米に向く多収・良食味水稲新品種「ほしじるし」の育成
15 20 25 30
ほしじるし 13.9 搗精歩合(%) 92.5 91.4 90.7 90.3
精米白度 33.8 35.6 37.8 39.0
胚芽残存歩合(%) 5.0 0.8 0.3 0.0
月の光 14.4 搗精歩合(%) 91.6 90.4 89.4 88.7
精米白度 35.1 37.2 38.2 40.3
胚芽残存歩合(%) 0.5 0.0 0.0 0.0
朝の光 13.5 搗精歩合(%) 92.0 90.7 90.1 89.4
胚芽残存歩合(%) 35.3 38.4 40.2 41.6
精米白度 3.5 0.8 0.3 0.5
13.6 搗精歩合(%) 92.6 91.3 90.5 89.9
あさひの夢 精米白度 36.2 39.4 42.0 43.0




















多肥でそれぞれ 5.5% 及び 6.5% であり、「月の光」











ほしじるし 17.6 19.2* 5.5 6.5*
月の光 17.4 19.3* 6.6 7.2*
朝の光 17.7 19.7* 6.4 7.0*


































品種系統名 総合評価 外観 うま味 粘り 硬さ 供試回数
（早植標肥栽培）
ほしじるし 0.01 0.01 0.07 0.02 0.24 6
コシヒカリ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 6
さとじまん -0.26 -0.23 -0.18 -0.03 0.18 2
あきだわら -0.18 0.32 -0.05 -0.41 0.64 1
月の光 -1.73 -1.35 -1.30 -1.39 0.72 6
朝の光 -1.89 -1.17 -1.17 -1.72 1.11 1
（晩植標肥栽培）
ほしじるし -0.39 -0.27 -0.33 -0.48 0.29 3
コシヒカリ 0.23 0.00 0.15 0.15 -0.38 1
さとじまん 0.16 -0.04 0.10 0.35 -0.39 2








硬さ (kgf) 粘り(kgf) バランス度 硬さ (kgf) 粘り(kgf) バランス度
H1 -H1 L3/L1 H2 -H2 L6/L4
ほしじるし 80.75 24.60 2.09 2.14 0.54 0.90
コシヒカリ 74.45 19.85 1.92 1.94 0.52 0.91







　「ほしじるし」は 2008 年から 2010 年にかけて、










有望度 有望度 有望度 主な対象品種
早植 普通 早植 普通 早期 早植 普通
福島 114 × 日本晴
茨城 110 △× 日本晴
茨城 龍ケ崎 103 △× コシヒカリ
栃木 108 113 △ あさひの夢
群馬 117 109 △× 110 △ あさひの夢
埼玉 108 △ 日本晴
千葉 107 × コシヒカリ
神奈川 115 △ 104 △ 100 △ さとじまん
山梨 119 △ あさひの夢
長野 117 △ コシヒカリ
126 △ 秋晴
124 × 天竜乙女
岐阜 99 △ 101 ○ 81 95 △ あさひの夢
多肥 100 114 92 85 あさひの夢
静岡 110 ○△ 116 ○ 124 △ あさひの夢
多肥 116 あさひの夢
愛知 106 △ あさひの夢
三重 113 ○△ 115 △ 108 △ みえのゆめ
三重 伊賀 107 × みえのゆめ
滋賀 114 × ゆめおうみ
京都 87 △ 日本晴
大阪 103 △ 祭り晴
99 △ きぬむすめ
兵庫 109 △ 98 △ 日本晴
奈良 120 △ 124 △ キヌヒカリ
和歌山 115 △ 122 ○△ 日本晴
鳥取 110 ◎ 110 △× 日本晴
98 × きぬむすめ
岡山 120 ○ 105 △ 119 △ 日本晴
広島 103 △ 106 × あきろまん
山口 99 ○△ 105 ○△ 日本晴
徳島 106 △ 112 △× 日本晴
香川 115 △ 101 × はえぬき
高知 103 △× 110 ○△ 日本晴
福岡 ○ 119 × 夢つくし
佐賀 139 ○△ 84 △× 夢しずく
長崎 122 × あさひの夢
熊本 96 × あきげしき
大分 103 × おおいた11
宮崎 101 △× ヒノヒカリ
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図 5 ほしじるしの収量性頻度分布図（JA 全農　2017 年）
 群馬、埼玉、岐阜、大分及び宮崎の 31 圃場におけるコンバイン全刈収量の頻
度分布
　　　 ：「ほしじるし」の平均収量



























より弱い “ 中 ” であり、低コスト直播栽培に向かな











ると、(1) 熟期が 2－ 4日早い「月の光」級で（表 3）、
(2) 縞葉枯病抵抗性を備え（表 9、図 2）、(3) 湛水
直播栽培における耐倒伏性は「月の光」並の “ 強 ”
であり（表 4）、(4) 千粒重は「あきだわら」より






























父親の「さとじまん」に由来する穂いもち “ 弱 ” の 
写真 4 米穀業者によるほしじるし普及・作付け状況
 A：農家圃場のほしじるし( 業者 A による契約栽培、慣行法による機械移植栽培、
茨城県土浦市、2012 年撮影）
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品種名 ほしじるし 月の光 あきだわら ほしじるし 月の光 あきだわら ほしじるし 月の光
熟期 中生の中 中生の中 中生の晩 － － － － －
草型 偏穂重 偏穂重 偏穂重 － － － 中間 偏穂重
出穂期　（月．日） 8.11 8.14 8.14 8.12 8.13 8.15 8.17 8.18
成熟期　（月．日） 9.26 9.26 9.28 9.30 9.30 10.04 10.05 10.01
稈長　(cm) 73 77 81 82 87 87 73 80
穂長　(cm) 19.6 20.1 20.0 20.2 20.4 20.5 19.9 20.0
穂数　(本/m2) 299 300 306 383 363 325 461 396
芒の多少・長短 有・先端のみ 有・先端のみ 有・先端のみ － － － － －
ふ 先 色 黄白 黄白 黄白 － － － － －
脱 粒 性 難 難 難 － － － － －
耐倒伏性 強 強 やや強 － － － 強 強
穂発芽性 やや難 中 中 － － － － －
いもち病抵抗性
推定遺伝子型
葉いもち病耐病性 中 中 弱 － － － － －
穂いもち病耐病性 弱 やや強 やや弱 － － － － －
白葉枯病耐病性 やや弱 やや強 やや強 － － － － －
縞葉枯病耐病性 抵抗性 抵抗性 罹病性 － － － － －
玄米収量(kg/a) 63.0 50.9 62.5 74.7 65.1 73.0 66.3 56.0
収量対標準比(%) 124 100 123 115 100 112 118 100
玄米千粒重(g) 23.3 22.0 21.2 22.5 21.1 21.1 22.9 21.9
玄米品質 中中 中上 中中 中上 中上 中上 中上 中上











－ －＋ Pii  Pii － － －
付表．ほしじるし特性一覧
